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早
い
も
の
で
、
あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が

経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
、
松
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
皆
さ
ま
方
か
ら
頂
い
た
激
励
や
ご
支
援
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
釜
石
市
で
は
、
平
成
27
年
に
日
本
最
古

の
洋
式
高
炉
跡
を
含
む
橋
野
鉄
鉱
山
が
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和

元
年
９
月
に
は
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
が

被
災
し
た
小
中

学
校
跡
地
に
建

設
さ
れ
た
鵜
住

居
復
興
ス
タ
ジ

ア
ム
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響

で
予
定
さ
れ
て

い
た
２
試
合
の

う
ち
１
試
合
し

か
開
催
さ
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、
東
日
本
大
震
災
で
世
界
中
か
ら
頂

い
た
復
興
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
伝
え
、
力
強

く
復
興
す
る
姿
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

海
岸
の
防
潮
堤
や
水
門
な
ど
も
お
お
む
ね
完
成

し
、
市
街
地
を
行
き
交
う
ダ
ン
プ
も
だ
い
ぶ
少
な
く

な
っ
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。
震
災
後
、
復
興
道
路

と
し
て
整
備
が
加
速
さ
れ
て
い
た
三
陸
沿
岸
道
路
も

釜
石
か
ら
仙
台
ま
で
が
１
本
の
道
路
で
つ
な
が
り
大

幅
に
利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。
計
画
さ
れ
て
い
た

復
興
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
が
完
成
す
る

と
と
も
に
、
宅
地
造
成
も
完
了
し
、
震
災
前
の
状
況

に
は
程
遠
い
も
の
の
、
再
建
さ
れ
た
家
屋
が
立
ち
並

ぶ
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
状
況
は
、
平

成
23
年
３
月
時
点
で
４
４
２
人
で
あ
っ
た
会
員
数

は
、
本
年
２
月
末
現
在
３
４
２
人
と
大
幅
に
減
少
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
会
員
の
高
齢
化
が
顕
著
と
な
っ
て

い
ま
す
。
定
年
制
の
延
長
、
復
興
事
業
に
伴
う
労
働

力
の
集
中
な
ど
が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
会
員
増

強
の
た
め
、
会
員
１
人
１
人
勧
誘
や
年
賀
状
・
募
集

チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
目
に
見
え
る
成
果
は
上
が
っ
て
お
ら
ず
対
応

に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

受
注
状
況
に
つ
い
て
は
、
派
遣
、
職
業
紹
介
は
伸

び
て
い
る
も
の
の
請
負
・
委
任
に
つ
い
て
は
、
受
注

が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
対
応
し
適
正
就
業
に
努
め
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
復
興
需
要
の
減
少
に
伴
う
市
内
経
済
情
勢
の

変
化
な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
と
み
ら

れ
る
契
約
の
解
除
も
あ
り
、
非
常
に
厳
し
い
運
営
を

強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
シ
ル
バ
ー
農
園
で
栽
培
し
た
サ

ツ
マ
イ
モ
を
販
売
す
る
と
と
も
に
、
市
内
保
育
園
に

贈
呈
し
、
園
児
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
焼
き
芋
会
」

を
実
施
し
子
供
た
ち
の
笑
顔
に
癒
や
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
会
員
の
活
動
の
場
も
限
ら

れ
て
お
り
、
交
流
の
機
会
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
が

会
員
役
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
事
業
推
進
に
努
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
と

は
、
引
き
続
き
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

釜
石
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ　ル　バ　ー　松　山 （2）

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、
現
状
と
課
題 

①

事
務
局
長　

菊
池　

郁
夫

保育園児と焼き芋会



　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

山
本　

勝
夫　

　
　
　
　

　

あ
れ
か
ら
10
年
。
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
津
波
の
被
害
は

甚
大
で
計
り
知
れ
な
い
自
然
の
猛
威
に
市
の
中
心
地

及
び
当
セ
ン
タ
ー
も
全
壊
と
な
り
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
、
全
国
各
地
か
ら
義
援
金
・
支
援
金
、

ま
た
心
温
ま
る
励
ま
し
の
お
言
葉
な
ど
も
い
た
だ
き

勇
気
づ
け
ら
れ
た
日
々
で
し
た
。
本
当
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

10
年
が
経
ち
、
当
時
の
こ
と
を
思
い
だ
し
ま
す
と

個
人
的
に
当
シ
ル
バ
ー
の
３
大
奇
跡
と
呼
ん
で
い
ま

す
が
、
１
つ
目
は
、
大
地
震
後
、
無
意
識
の
う
ち
に

３
階
へ
走
り
デ
ー
タ
カ
セ
ッ
ト
を
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
い

れ
て
た
こ
と(

１
年
前
に
は
、
１
階
事
務
所
に
デ
ー

タ
の
機
器
を
置
く
と
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
、
３
階
に
設
置
。
し
か
し
津
波
は
３
階
ま
で
到

達
。
も
し
デ
ー
タ
が
確
保
さ
れ
な
か
っ
た
ら
復
旧
に

半
年
以
上
か
か
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す)

。

　

２
つ
目
は
、
未
収
金
が
最
終
的
に
全
部
回
収
で
き

た
こ
と
。
こ
れ
は
、
３
月
８
日
に
２
月
分
の
請
求
書

を
発
送
し
ま
し
た
が
、
発
注
先
は
全
壊
の
企
業
も
多

く
、
回
収
で
き
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

ほ
と
ん
ど
の
発
注
先
か
ら
支
払
う
の
で
請
求
書
を
再

発
行
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
連
絡
を
受
け
た
り
し
ま
し

た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

３
つ
目
に
は
、
仕
事
中
で
の
会
員
が
亡
く
な
っ
た

の
が
ゼ
ロ
で
し
た

(

残
念
な
が
ら
仕
事

以
外
で
は
６
人
の

会
員
が
亡
く
な
っ
て

お
り
ま
す)

。　
　

　

今
後
の
課
題
と

し
て
は
、
や
は
り

「
会
員
の
確
保
」

と
「
就
業
の
場
確

保
」
で
、
ど
ち
ら

も
並
行
し
て
拡
大

し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
会
員
の
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
の
研
修

会
な
ど
も
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。
女
性
部
会
の

設
置
や
地
域
貢
献
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
楽
し
み
な
が
ら
大
い
に
笑
う
、

シ
ル
バ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
共
助
の
精
神
で
生
き

が
い
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

結
び
に
松
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
の
今

後
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

Ｐ
Ｓ　

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
で
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
ね
ー
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ　ル　バ　ー　松　山（3）

大
船
渡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー



　

松
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
生
１

０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
る
今
、
よ
り
多
く
の
シ
ニ
ア

の
皆
様
に
人
生
の
後
半
戦
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
応
援
す
る
「
60
歳
か
ら
の
ニ
ュ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
1
弾
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
「
松
本
隆
博 

講
演
ラ
イ
ブ 
人
生
遊
歩

道
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
３
月
20
日
（
土
）
、

小
雨
ま
じ
り
の
あ
い
に
く
の
天
気

に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の
観
客
が

来
場
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

の
松
本
人
志
さ
ん
の
実
兄
で
会
社
員
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン

チ
ャ
ー
経
営
者
を
経
て
、
現
在
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
傍
ら
、
さ
ま
ざ
な
社
会
貢
献
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ラ
イ
ブ
で
は
、
松
本
さ
ん
の
幼
少
期
時
代
の
母
と

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
東
日
本
大
震
災
、
西
日
本
豪
雨
の

被
災
地
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
を
通
し
て
得
た
経

験
な
ど
の
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
、
母
へ
の
「
感
謝

の
思
い
」
、
活
動

を
通
じ
て
「
出

会
っ
た
人
々
へ
の

思
い
」
を
形
に
し

た
楽
曲
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
を
通
し

て
、
人
は
誰
か
に

支
え
ら
れ
、
支
え

合
い
な
が
ら
生
き

て
い
く
も
の
で
、

お
互
い
に
「
感

謝
」
の
気
持
ち
を

伝
え
会
う
こ
と
。

　

魔
法
の
言
葉

「
あ
り
が
と
う
」

が
言
え
る
関
係
づ

く
り
が
良
い
人
間
関
係
、
ひ
い
て
は
豊
か
な
人
生
に

繋
が
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
教
え
て
い
た

だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

約
1
時
間
半
の
ラ
イ
ブ
は
盛
会
裏
の
内
に
閉
会
し

ま
し
た
。

                                    

シ　ル　バ　ー　松　山 （4）
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令
和
３
年
３
月
23
日(

火)

松
山
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画(

案)

を
中

心
と
し
た
議
案
審
議
を
行
う
た
め
、
第
６
回
理
事
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

〈 

概
況 

〉

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
企
業

の
求
人
縮
小
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
対
人
接
触
業
務

が
前
提
で
あ
る
「
コ
ロ
ナ
対
人
４
業
種
」
（
宿
泊
業
・

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽

業
）
に
お
い
て
は
、
売
上
の
減
少
に
依
然
と
し
て
歯

止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
の
施
策
に
お
い
て
は
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機

会
を
確
保
す
る
こ
と
を
、
企
業
の
努
力
義
務
と
す
る

「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」
が
成
立
し
今
後

益
々
、
労
働
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
活
躍
を
期
待
す

る
声
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
新
年
度

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
取
り
組
み
強
化
と
と
も
に
、
会
員
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
の
本
格
的
運

用
等
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
議
案
審
議

　
　
　

各
議
案
の
内
容
は
次
の
通
り
。　
　

◇
第
１
号
議
案　

令
和
２
年
度
収
支
補
正
予
算(

案)
　

に
つ
い
て

　
　

令
和
２
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

　

急
包
括
支
援
交
付
金
の
追
加
申
請
を
含
む
収
支
補

　

正
予
算(
案)
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
２
号
議
案　

運
営
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

　
　

松
山
市
運
営
資
金
貸
付
金
の
返
済
に
伴
う
資
金

　

の
借
入
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
３
号
議
案　

令
和
３
年
度
事
業
計
画(

案)

に
つ

　

い
て

　
　

令
和
３
年
度
事
業
計
画(

案)
に
つ
い
て
、
重
点

　

目
標
や
新
規
に
取
り
組
む
内
容
等
に
つ
い
て
説
明

　

し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
４
号
議
案　

令
和
３
年
度
収
支
予
算(

案)
に
つ

　

い
て

　
　

令
和
３
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
く
令
和
３
年
度

　

収
支
予
算(

案)

を
定
款
及
び
財
務
規
程
に
基
づ
き

　

策
定
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
５
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
か
か
る
理
事
・
監

　

事
候
補
者
選
考
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

理
事
・
監
事
候
補
者
選
考
委
員
会
の
前
委
員
の

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
な
委
員
の
選
任
に
つ
い

　

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
６
号
議
案　

令
和
３
年
度
定
時
総
会
の
開
催
に

　

つ
い
て

   　

定
款
第
15
条
に
基
づ
き
令
和
３
年
度
の
定
時
総
会

　

 

開
催
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

○
日
時　

　
　
　

令
和
３
年
６
月
14
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時　

開
会

　

○
場
所

　
　
　

松
山
市
民
会
館
「
中
ホ
ー
ル
」

　

○
日
程

　
　
　

第
１
部　

式
典
の
部

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
１
時
40
分

　
　
　

第
２
部　

議
案
審
議
の
部

　
　
　
　
　

午
後
１
時
50
分
～
午
後
４
時

●
報
告
事
項
等

　
　

担
当
理
事
報
告
、
事
務
局
報
告
と
し
て
入
会
キ

　

ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
状
況
報
告
、
理
事
長
の
入
会
承

　

認
を
受
け
た
会
員
数
及
び
令
和
２
年
10
月
末
現
在

　

の
事
業
実
績
及
び
収
支
執
行
状
況
報
告
を
行
い
ま

　

し
た
。

シ　ル　バ　ー　松　山（5）

理
事
会
の
動
き



　　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
は
、
久
米
窪
田
町
、
国
道
11
号
沿
い
に
あ
る

オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
・
エ
ム
（
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
松

山
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
「
ア
ル
フ
ァ 
ロ
メ
オ
」
の

展
示
場
や
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
は
、
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
か

れ
た
豪
華
な
外
車
が
陳
列
さ
れ
、
来
客
を
温
か
く
迎

え
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
派
遣
の
松
浦
さ
ん
は
、

平
成
27
年
に
会
員
登
録
を
し
、
洗
車
担
当
と
し
て
派

遣
さ
れ
て
い
ま

す
。
作
業
は
、

午
前
と
午
後
に

分
か
れ
、
午
前

（
７
時
～
12
時

半
）
の
部
を
担

当
、
週
５
日
間

勤
め
て
い
ま
す
。

　

洗

車

場

所

は
、
展
示
場
で

す
。
青
、
赤
、
黄

…

と
、
彩
り
鮮
や

か
な
「
フ
ィ
ア
ッ

ト
」
「
ア
バ
ル
ト
」
「
ジ
ー
プ
」
な
ど
の
高
級
車
。

外
車
フ
ァ
ン
憧
れ
の
新
車
、
中
古
車
、
ユ
ー
ザ
ー
車

両
が
、
整
備
、
清
掃
を
受
け
『
納
車
』
と
い
う
出
番

を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

昼
過
ぎ
、
午
前
中
の
作
業
を
終
え
た
松
浦
さ
ん
に
、

話
を
伺
い
ま
し
た
。
洗
車
は
、
長
い
ホ
ー
ス
を
引
き

込
み
、
水
道
水
で
洗
浄
し
ま
す
。
仕
上
げ
ま
で
、
一

台
当
た
り
25
分
程
度
か
か
り
、
１
日
５
時
間
の
作
業

時
間
で
、
10
台
前
後
を
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　

一
番
苦
労
す
る
の
は
、
水
滴
の
跡
の
拭
き
取
り
。

「
洗
車
に
地
下
水
を
使
え
ば
、
混
ざ
り
物
が
入
っ
て

な
く
て
跡
が
残
ら
ず
、
雨
水
も
大
丈
夫
で
す
が
、
水

道
水
は
、
カ
ル
キ
・
塩
素
が
含
ま
れ
て
い
て
、
細
心

の
注
意
が
必
要
で
す
」
と
、
拭
き
取
り
作
業
を
重
要

視
し
て
い
ま
す
。

　

「
ガ
チ
ャ
ン

と
き
た
ら
終
り

―

。
特
に
、
脚

立
を
使
う
作
業

は
注
意
し
て
、

踏
み
台
は
高
さ

を
含
め
入
念
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
ま
す
」―

。

現
役
時
代
、
自

動
車
の
販
売
・

整
備
、
空
気
清

浄
機
の
メ
ン
テ
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
た
貴
重
な
体
験

が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

―

朝
、
散
歩
し
て
い
る
人
か
ら
、
「
い
つ
も
綺
麗

に
し
て
い
ま
す
ね
！
」
と
、
声
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
「
お
は
よ
う
」
と
、
大
き
な
声
で
挨

拶
を
交
わ
し
ま
す
が
、
最
高
に
爽
や
か
な
時
で
す―

と
、
松
浦
さ
ん
。

　

「
あ
る
時
、
社
長
に
、
定
年
は
70
歳
で
す
か
？
と

聞
く
と
、
わ
が
社
に
定
年
は
な
い
、
と
の
返
事
。
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
り
ま
す
」
と
、
元

気
旺
盛
で
す
。

　

勤
務
後
、
し
ば
ら
く
昼
寝
を
取
っ
て
か
ら
、
奥
さ

ん
、
娘
さ
ん
、
猫
三
匹
と
、
く
つ
ろ
ぎ
の
楽
し
い
時

間
。
翌
朝
は
午
前
４
時
半
に
起
床
し
、
同
７
時
前
に

は
出
社
、
今
日
も
、
元
気
に
始
ま
り
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

（
晴
）

シ　ル　バ　ー　松　山 （6）

松
浦　

修
二
さ
ん　

（
71
歳
）

洗
車
業
務
の
現
場
を
訪
ね
て

現

場

訪

問

記



・                                               

シ　ル　バ　ー　松　山（7）

　3月下旬、松山市中心部の繁華街で発生した変異株クラスターにより、連日 2ケタの感染者

が発生し、愛媛県内では感染が急激に拡大しています。これに伴い、県は 4月 8日から 4月 21

日までの間、独自警戒レベルを最高の「感染対策期」へと切り替えました。

　長引くコロナ禍による慣れ、気の緩みから、全国的にも感染拡大が急激に進むなか、４月下

旬からはゴールデンウィークに入ります。人の移動や接触が活発になり、期間中・期間後の感

染拡大が深刻化することが懸念されます。

　会員の皆様におかれましては、感染が急激に拡大している状況をご理解いただき、感染回避

行動（３密回避等）の徹底と一人一人が危機感を持って行動していただくことをお願いします。

　

〇外出や人との接触、会合の機会を減らす

〇松山市との不要不急の往来を自粛

〇感染拡大地域への不要不急の出張・往来自粛
　※感染拡大地域

　　①首都圏（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県）

　　②まん延防止等重点措置の適用都道府県（宮城県・大阪府・兵庫県・東京都・京都府・沖縄県）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※令和 3年 4月 12 日時点

〇特に松山市では、不要不急の外出自粛（夜だけではなく、日中も含め）

〇やむを得ない往来や出張時は、感染回避行動を徹底し、帰県後 2週間は体調管理に留意

〇会食に関して、次の事項に注意

　　●日常の会食は、基本的に４人以下 

　　　➣毎日顔を合わせている人と

　　　➣席の間隔を十分空けて

　　　➣大声を出さない。羽目を外さない

　　　➣長時間の飲食は避ける（２時間以内）

　　■会食に関する注意事項■

　　　①店側の感染対策ができていることを確認

 　　 　《飲食店を選ぶ際のポイント》

　　　　　座席の間隔の確保、従業員のマスク着用、消毒液の設置、換気の徹底

　　　②参加者の 2週間以内の行動歴を確認

　　　　　「深夜に及ぶ繁華街での飲食をはじめ※５つの場面に該当する感染リスクの高い行動」

　　　　　がないこと。

　　　　※５つの場面とは

　　　　　飲食を伴う懇親会・大人数や長時間の飲食・マスクなしでの会話・狭い空間での共同

　　　　　生活・居場所の切り替わり （詳細は厚生労働省・県のホームページでご確認ください）。

　　　③当日の体調不良者がいないことを確認

○感染リスクが高まる「５つの場面」に十分注意

　　

新型コロナウイルス感染予防・防止対策の徹底

　上記事項は、3月下旬から 4月上旬の県内の感染拡大状況を踏まえて、4月 8日に発信された愛媛県

からの要請事項です。ゴールデンウィーク期間中・期間後は、感染の拡大状況に応じて警戒レベル、要

請内容が変更となる場合がございます。随時、国・愛媛県の情報を確認いただき、要請に従って行動し

てください。

「感染対策期」における県民への要請事項



　

趣
味
や
語
ら
い
を

　
　
　
　

楽
し
み
ま
せ
ん
か

倶楽部
俳句超入門

夏井いつき門下生。分かりやす
い指導が好評。松山人が誇る素
養にチャレンジ責任者　吹野　公郎

オカリナ入門
オカリナに初めて触る人から学
び始めます指導　一色　満里子

麻雀倶楽部 頭と指先を使う麻雀は脳トレに
最適と、今や人気の活動になっ
ています

責任者　猪木　清美

＜倶楽部活動　～仲間と一緒に時間と共感を楽しむ～　＞

老楽倶楽部 老いを楽しみ、老いの可能性を
拓く会。読書会・お手玉づくりなど
の手内職など

責任者　土居　園江

＜開講に向けテストマッチ＞

編み物倶楽部
編みたいものを丁寧に指導。さっ
そく春物に挑戦！指導　山口　暢子

アートを楽しむ
油絵、デッサン、かまぼこの板
絵！絵画入門の機会に指導　洲之内　真弓

折り紙入門
お孫さんやお子さんと楽しく折れ
る折り紙。認知症予防にも指導　本邑　敬子

写仏
黙々と細筆で仏絵をたどる。心
が満たされるひととき指導　永井　素子

折り紙

講師　中村　好江
手遊びの世界からアート作品
に。新たな楽しみの世界

着物や若き日の洋服をリニュー
アル。新たな装いを楽しむ

新たな教室づくりを進めています。自推・他推にかかわらず、まずはご自分の得意分野を活かしてテスト教室を始め
ませんか？

陶芸

講師　松尾　幸弘
捏ねて知る土のやさしさ、温か
さ、陶芸作品の出来も楽しみ

簡単リメイク

講師　竹本 澄子

＜清水町サロンの教室活動＞

オカリナ練習だけでなくボラン
ティア演奏活動も盛ん

基礎から独自の表現まで親切な
指導が好評講師　林　和子

布や和紙で伝統の絵柄を浮き出
させる押し絵の世界講師　小暮　勅子

オカリナ

絵手紙

押し絵

講師　水口　一
小原流、花のある暮らしの豊かさ
を楽しみます。講師　木浦　孝美

講師　篠塚　幸子
伝統のてまりづくり。絹糸一巻一
巻に思いを込めて

生け花

姫てまり

　

コ
ロ
ナ
の
厳
戒
期
間
の
た
め
の

自
主
閉
館
も
含
め
て
、
開
館
か
ら

７
カ
月
を
経
過
し
、
新
年
度
を
迎

え
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
サ
ロ
ン
運
営
の
趣
旨

を
か
み
し
め
な
が
ら
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
地
域
に
お
け
る

活
動
拠
点
と
し
て
、
ま
た
会
員
の

交
流
・
居
場
所
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
女
性
会
員
の

会
が
セ
ン
タ
ー
よ
り
委
嘱
さ
れ
、

会
員
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
運
営
を
し

て
い
ま
す
。

　

只
今
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集
中

　　シ　ル　バ　ー  松　山 (8)

シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　

 

だ
よ
り



　

変
異
株
の
出
現
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が

見
え
な
い
な
か
、
女
性
会
員
の
会
で
は
令
和

２
年
度
の
最
大
の
事
業
、
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
３
月
５
日
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ

ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
の
５
つ
の
班
の
ほ
か
、
清
水

町
サ
ロ
ン
の
講
師
陣
、
独
自
事
業
な
ど
23
の

団
体
の
ほ
か
、
新
た
に
女
性
会
員
の
会
活
動

に
加
わ
っ
た
得
意
バ
ン
ク
登
録
者
８
人
・
団

体
１
の
総
勢
65
名
で
「
お
う
ち
感
染
防
止
・

手
づ
く
り
フ
ェ
ア
」
を
実
施
。

 

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
グ
ッ
ズ
や
手
づ
く
り
作

品
の
展
示
即
売
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
 

コ
ロ
ナ
自
粛
期
間
で
あ
り
、
ま
た
開
催
も

危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
ご
く
身
近
な
方
々

へ
の
周
知
に
終
始
し
た
た
め
、
よ
り
多
く
の

会
員
や
一
般
の
方
々
の
参
加
に
結
び
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
２
５
名

の
参
加
を
も
っ
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
終
了

し
ま
し
た
。
（
会
場
で
は
東
日
本
大
震
災
10

年
目
被
災
地
復
興
を
願
っ
て
、
現
地
へ
の
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
コ
ー
ナ
ー
や
会
員
の
会
の

活
動
紹
介
・
報
告
コ
ー
ナ
ー
も
）
。

　

ま
た
、
女
性
会
員
の
会
で
は
昨
秋
開
催
し

た
「
お
た
す
け
隊
研
修
会
」
で
習
得
し
た
傾

聴
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
、
入
会
セ
ミ
ナ
ー
参

加
後
の
希
望
者
に
個
人
面
談
の
支
援
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

入
会
希
望
者
の
不
安
を
少
し
で
も
払
し
ょ

く
し
、
シ
ル
バ
ー
入
会
へ
の
促
し
に
つ
な
が

る
こ
と
を
意
図
し
た
活
動
で
し
た
が
、
１
月

～
３
月
の
計
11
回
、
延
べ
35
名
の
隊
員
が
面

談
支
援
を
行
い
、
貴
重
な
学
習
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢
者
の

就
労
の
機
会
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

高
齢
者
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、
新
た
な
就

労
の
創
出
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

・

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

コ
ロ
ナ
で

第
３
回
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
開
催

　　シ　ル　バ　ー  松　山(9)

健康ライフ

自律神経のバランスが乱れると血圧変動が生じ高血圧になる（ストレスが要因）

血圧が正常な人でもイライラすると20から30上がる。

ストレスを無くすために、生活のリズムを整えましょう！

＜セロリの予防効果＞

両方のバランスが良いと
血圧も良好

      交感神経
 （活動中に優位に働く）

自律神経
     副交感神経
（休息中に優位に働く）

高血圧を下げよう！
60代、70代をより豊かに人生を生きるために血圧のケアが大切です。

血圧は自律神経によってコントロールされています。

※カリウムが豊富

カリウムには血圧を下げる働きがあるといわれており、

適切に摂取することで高血圧の予防効果が期待できます。

※独特な香り成分

「アピイン」などの香り成分には、精神の安定、頭痛の

緩和、食欲の増進、抗酸化の働きがあるとされています。



　

畳
屋
と
い
え
ば
、
か
つ
て
は
道
路
に

面
し
た
広
い
間
口
か
ら
、
真
ん
中
に
畳

を
ど
ん
と
据
え
て
作
業
す
る
職
人
の
姿

が
う
か
が
え
た
。
今
は
機
械
化
に
よ
っ

て
そ
の
景
色
は
変
わ
っ
た
。
が
、
そ
れ

で
も
こ
の
道
40
年
、
２
代
目
「
た
た
み

や
谷
」
の
仕
事
場
に
は
、
藺
草
（
い
ぐ

さ
）
の
香
り
が
漂
い
、
仕
上
が
っ
た
ば

か
り
の
畳
が
軽
ト
ラ
で
の
納
入
を
待

つ
。
紛
（
ま
ご
）
う
方
な
い
、
昔
な
が

ら
の
畳
屋
の
風
情
を
醸
す
。

　

高
校
を
出
て
す
ぐ
、
こ
の
家
業
を
継

ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
と
い
っ
て
も
、
順

調
な
代
替
わ
り
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
小
田
町
の
農
家
の
次
男
坊
だ
っ
た

父
親
・
弘
志
さ
ん
が
、
こ
の
場
所
に
畳

店
を
開
い
て
数
年
後
の
１
９
７
５
（
昭

和
50
）
年
、
42
歳
の
若
さ
で
急
逝
し

た
。
弘
文
さ
ん
は
当
時
ま
だ
中
学
１
年

生
。
悲
し
み
に
沈
む
間
も
な
く
、
母
親

の
文
香
さ
ん
が
、
搬
送
の
仕
事
に
欠
か

せ
な
い
運
転
免
許
を
取
り
、
従
業
員
の

職
人
と
と
も
に
働
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

「
店
を
閉
じ
て
は
い
け
な
い
と
必
死

な
母
親
の
姿
を
見
て
い
た
ら
、
放
っ
て

お
い
て
他
の
仕
事
に
就
く
な
ん
て
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
」
。
親
思

い
、
家
業
思
い
の
谷
さ
ん
に
、
職
業
選

択
の
余
地

は
な
か
っ

た
。
高
校

卒
業
後
し
ば
ら
く
は
、
職
人
が
店
に
留

ま
っ
て
技
術
を
教
え
て
く
れ
た
。
み
ん

な
で
守
り
続
け
た
店
だ
っ
た
。

　

谷
さ
ん
が
始
め
た
こ
ろ
に
は
も
う
、

畳
表
や
畳
床
の
裁
断
、
張
り
付
け
か

ら
、
畳
縁
（
へ
り
）
の
縫
い
付
け
な

ど
、
畳
づ
く
り
の
主
な
工
程
は
、
機
械

が
こ
な
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
住
ま

い
は
ま
だ
和
室
が
主
流
の
時
代
。
１
級

畳
技
能
士
の
腕
と
と
も
に
、
住
宅
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
時
の
畳
需
要
に
力
を
発
揮
し

た
。
「
大
学
生
の
卒
業
、
入
学
時
期
に

は
、
連
日
夜
中
ま
で
仕
事
し
て
い
ま
し

た
ね
ぇ
。
近
辺
の
学
生
下
宿
の
畳
の

〝
裏
返
し
〟
や
〝
表
替
え
〟
で
す
。
今

と
違
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
が
４
畳
半
と
か

６
畳
の
畳
部
屋
で
し
た
か
ら
」

　

だ
が
そ
の
後
、
畳
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
わ
る
。
生
活
様
式
の

変
化
や
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
じ
め
洋
風
住

宅
の
増
加
で
、
畳
は
激

減
。
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
ス

ペ
ー
ス
が
ど
ん
ど
ん
増
え

た
。
か
つ
て
は
、
家
一
軒
に
20
枚
は
畳

が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
が
今
は
６
枚

（
１
部
屋
分
）
あ
れ
ば
多
い
方
。
す
べ

て
洋
間
で
、
畳
ゼ
ロ
と
い
う
の
も
少
な

く
な
い
。
お
の
ず
と
、
開
業
時
松
山
市

内
に
30
軒
前
後
は
あ
っ
た
と
い
う
畳
店

は
、
10
軒
ほ
ど
に
減
っ
た
。

　

い
ま
谷
さ
ん
の
〝
守
備
範
囲
〟
は
個

人
の
、
昔
か
ら
の
馴
染
み
の
家
庭
が
主

体
。
他
人
様
の
家
に
入
り
込
ん
で
畳
を

持
ち
帰
り
、
仕
上
げ
て
ま
た
そ
れ
を
敷

き
に
上
が
る
。
「
お
客
さ
ん
の
信
頼
が

嬉
し
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
ピ
タ
ッ
と

計
算
通
り
に
敷
き
詰
め
て
、
あ
ゝ
き
れ

い
に
な
っ
た
、
気
持
ち
い
い
、
大
の
字

に
な
っ
て
寝
転
び
た
い
、
な
ど
と
畳
の

よ
さ
を
言
っ
て
く
れ
る
の
が
、
何
よ
り

の
喜
び
で
す
ね
。
そ
れ
で
続
け
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
す
」

　

畳
屋
の
も
う
一
つ
の
〝
大
仕
事
〟

が
、
そ
の
運
び
出
し
と
運
び
入
れ
。
こ

れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
の
機
械
も

手
伝
っ
て
は
く
れ
な
い
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
な
い
住
宅
で
は
、
５
階
ま
で
担

い
で
上
げ
降
ろ
し
す
る
こ
と
が
あ
る
。

部
屋
の
大
き
な
家
具
の
移
動
も
難
儀
。

時
に
は
ピ
ア
ノ
ま
で
動
か
す
こ
と
も
。

「
正
直
、
一
人
で
や
る
こ
の
作
業
が
辛

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
と
20
年
や
れ

と
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
は
無
理
（
笑
）
」
。

　

 
 

こ
れ
は
た
だ
、
ま
だ
10
年
は
頑
張
る

と
の
決
意
と
受
け
止
め
た
。　

毎
朝
の

堀
端
ま
で
の
８
千
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、
そ
の
た
め
で
も
あ
る
は
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｓ
）

　
　

大
の
字
に
寝
て
み
ま
せ
ん
か

�
�
�
�
仕
事
⑨

《
畳
屋
店
主
》

松
山
市
山
越
１
丁
目

谷　
　

弘
文
さ
ん

（
59
）

鳥 散 歩 【 ヤツガシラ】
　

「
八
頭
」
と
書
く
。
ふ
だ
ん
は
閉
じ
て

い
る
が
、
頭
に
８
枚
の
冠
羽
が
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
そ
う
名
付
け
ら
れ
た
。
全
長
26

セ
ン
チ
ほ
ど
。
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
に

分
布
し
、
日
本
に
は
渡
り
の
途
中
に
、
ま

れ
に
立
ち
寄
る
程
度
。
い
わ
ば
〝
珍
鳥
〟

の
類
。
２
０
１
５
年
12
月
下
旬
、
幸
運
に

も
石
手
川
上
流
沿
い
の
陽
光
桜
の
根
元
で

見
か
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｔ
）

　　シ　ル　バ　ー  松　山 (10)



　

伊
予
鉄
道
三
津
浜
駅
下
車
。
久
し
ぶ
り
に
三
津
を

散
策
し
た
。
駅
前
の
橋
を
渡
る
と
商
店
街
が
伸
び
て

い
る
。
以
前
は
ア
ー
ケ
ー
ド
が
あ
っ
た
が
今
は
な
く

な
り
石
畳
で
明
る
い
通
り
（
写
真
①
）
に
な
っ
て
い

る
。
少
し
歩
い
て
み
る
と
路
地
が
多
い
こ
と
に
気
づ

い
た
。
そ
う
い
え
ば
永
六
輔
さ
ん
が
「
散
歩
道
も
通

勤
通
学
路
も
一
歩
裏
道
を
歩
く
と
そ
こ
は
旅
の
始
ま

り
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
人
通
り

の
あ
る
商
店
街
も
い
い
が
裏
路
地
も
い
い
。

　

車
も
通
ら
な
い
脇
道
や
生
活
道
も
あ
り
、
な
か
な

か
の
風
情
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
生
活
感
が
あ
ふ
れ
て

い
る
。　

　

し
ば
ら
く
歩
い
て
い
る
と
面
白
い
も
の
が
目
に

入
っ
て
き
た
。
家
の
壁
に
絵
（
写
真
②
）
を
描
い
て

い
る
の
だ
。

三
津
の
景
色
を
絵
に
し
て
い
る
の
だ
が
、

な
ぜ
か
気
に
な
り
近
く
を
歩
い
て
い
た

人
に
聞
い
て
み
る
と
、
三
津
に
は
こ
ん
な

壁
画
が
数
か
所
あ
る
と
い
う
。
散
策
し
な
が

ら
探
す
の
も
い
い
か
な
と
思
う
。

　

散
歩
再
開
。
南
に
歩
く
と
今
度
は
「
三
津
の
船
着

き
場
、
汽
船
乗
り
場
跡
」
の
碑
（
写
真
③
）
が
目
に

入
っ
た
。
夏
目
漱
石
や
正
岡
子
規
が
乗
船
し
た
そ
う

だ
。
こ
こ
に
漱
石
が
佇
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
思
い
浮

か
べ
て
み
た
。
明
治
時
代
の
に
ぎ
や
か
さ
が
偲
ば
れ

る
。
少
し
北
に
歩
く
と
今
度
は
、
明
治
末
期
か
ら
大

正
末
期
に
か
け
て
あ
っ
た
今
は
無
き
松
山
電
気
軌
道

の
江
ノ
口
停
留
所
跡
地
の
看
板
（
写
真
④
）
を
見
つ

け
た
。
伊
予
鉄
道
と
の
競
争
は
激
し
か
っ
た
と
い

う
。
10
年
ほ
ど
で
伊
予
鉄
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
の
だ

が
。
た
だ
悲
し
い
か
な
松
電
の
痕
跡
は
何
も
な
い
。

看
板
が
あ
る
だ
け
だ
。
こ
こ
か
ら
伊
予
鉄
三
津
浜
駅

前
対
岸
を
南
下
、
次
に
橋
を
渡
り
宮
前
川
東
側
を
南

下
、
三
本
柳
東
進
、
新
田
高
校
を
突
抜
け
衣
山
方
面

に
線
路
は
続
い
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
こ
に
も
痕
跡
は
な
い
。

　

散
策
し
て
い
る
と
お
な
か
も
減
る
。
三
津
と
い
え

ば
三
津
浜
焼
き
が
有
名
。
そ
し
て
港
町
だ
け
あ
っ
て

寿
司
屋
も
評
判
い
い
。
た
こ
焼
き
も
お
い
し
そ
う

だ
。
有
名
店
が
多
く
迷
う
が
、
商
店
街
か
ら
南
に

下
っ
た
と
こ
ろ
に
小
さ
な
食
堂
を
見
つ
け
た
。
焼
肉

「
味
園
」
と
い
う
夫
婦
で
営
ん
で
い
る
小
さ
な
店
だ

（
写
真
⑤
）
。
焼
肉
定
食
と
中
華
そ
ば
を
食
し
た
。

　

値
段
が
安
く
満
足
す
る
食
事
だ
。
夫
婦
の
阿
吽
の

呼
吸
が
素
晴
ら
し
く
、
ほ
っ
こ
り
す
る
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
。

　

商
店
街
途
中
に
住
吉
公
園
（
写
真
⑥
）
が
あ
る
。

普
通
の
公
園
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
な
ん
と
シ
ニ
ア

の
た
め
の
運
動
器
具
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
ス
ロ
ー

プ
＆
ス
テ
ッ
プ
、
バ
ラ
ン
ス
、
背
伸
ば
し
、
空
中
サ

イ
ク
リ
ン
グ
等
。
健
康
の
た
め
に
も
利
用
し
た
い
と

思
っ
た
。

　

松
山
市
道
の
三
津
の
渡
し
に
乗
船
し
、
港
山
駅
か

ら
市
駅
へ
と
帰
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                              

シ　ル　バ　ー　松　山（11）

ぶ
ら
り
松
山
散
歩　

～
三
津
浜
～

写
真
①

写
真
②

写
真
③

写
真
④

写
真
⑤

写
真
⑥

（
Ｋ
・
Ｋ
）



　

    

　

【
北
条
福
祉
事
務
所
】

　

渡
部　

浩
子　

【
通
所
介
護
係
長
】

　

河
野　

親
博　

【
通
所
介
護
係 

運
転
手
】

  

中
尾　

正
一　

【
通
所
介
護
係 

運
転
手
】

　

井
上

      　　　  　　　 　

菜
七
子

　

【
通
所
介
護
係 

機
能
訓
練
指
導
員
】

　
　

　          

　
　

シ　ル　バ　ー　松　山 （12）

人
事
異
動

【　
　

】
内
は
旧
所
属
又
は
職
名

編
集
後
記

４月

こ
ち
ら
事
務
局

　

新
規
コ
ロ
ナ
感
染
の
第
４
波
の
な
か
、
輝
く
よ
う

な
春
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

会
報
１
０
２
号
か
ら
一
部
編
集
員
の
交
代
も
あ

り
、
新
た
な
編
集
体
制
で
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
報
誌
は
セ
ン
タ
ー
と
会
員
を
結
ぶ
有
効
か
つ
有

益
な
絆
と
し
て
位
置
づ
け
、
会
員
の
ご
意
見
も
反
映

し
つ
つ
、
今
後
編
集
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

１
０
２
号
と
も
な
り
ま
す
と
、
大
方
の
記
事
は
既

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
踏
襲
や
継
続
に
陥

り
や
す
い
の
で
す
が
、
少
し
で
も
時
代
に
マ
ッ
チ
し

た
、
会
員
の
皆
様
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
記
事
内
容
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、「
こ
ん
な
記
事
を
載
せ
て
ほ
し
い
」「
こ
ん
な
こ

と
を
知
り
た
い
」「
投
稿
し
た
い
」
な
ど
、ご
意
見
等
々

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

                            　
　

 

（
Ｓ
・
Ｄ
）

【
本
部
】

□
兼
務
解
除

　

柳
原　

祐
二　
　

事
務
局
長
代
理
【
事
務
局
長
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
企
画
課
長
】　
　
　
　
　
　
　

　
□
採
用

　

尾
﨑　

富
士
夫　

事
務
局
次
長(

業
務
担
当)
兼
北

　
　
　
　
　
　
　
　

条
支
部
長

□
昇
任

　

吉
野　

伸
也 　

 

松
山
実
施
事
務
所
長 

企
画
課
長

　
　
　
　
　
　

 

【
松
山
実
施
事
務
所
長 

企
画
課         

　

              

課
長
補
佐
】

【
松
山
福
祉
事
務
所
】

□
昇
任　

　

金
子　

史　
　
　

居
宅
介
護
支
援
係
主
任 

介
護
支      

　
　
　
　
　
　
　

援
専
門
員
【
居
宅
介
護
支
援
係  

　
　
　
　
　
　
　
　

介
護
支
援
専
門
員
】

　

杉
田　

ま
り
子　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
係
主
任 

サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

提
供
責
任
者
【
居
宅
サ
ー
ビ
ス
係

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
】

【
北
条
福
祉
事
務
所
】

□
昇
任

　

岩
田 

ひ
と
み　

通
所
介
護
係
係
長(

管
理
者) 　
　

　
　

 
  

　

  

　

     

　

 

　
　
　

看
護
師
【
通
所
介
護
係
主
任 

看
護

　
　
　
　
　
　
　

  

師
】

　

玉
井　

美
緒　

 

通
所
介
護
係
主
任 

機
能
訓
練
指

　
　

  

　
　
　
　

  

導
員
（
作
業
療
法
士
）
【
通
所
介
護
係          

　
　
　
　
　
　
　
　

 

機
能
訓
練
指
導
員(

作
業
療
法
士)

】  

　

入
山　

尚
子　

 

通
所
介
護
係
主
任
（
庶
務
担
当
）   

　
　
　
　
　
　

  

【
通
所
介
護
係
係
員
（
庶
務
担
当)

】

□
採
用

　

石
丸 

 

由
紀
子  

通
所
介
護
係
（
看
護
師
）　

    

　
　

　
　
　
　
　

              

□
再
雇
用

　

渡
部　

浩
子　

 

通
所
介
護
係
生
活
相
談
員

　　
　
　

【
中
島
福
祉
事
務
所
】

□
兼
務

　

天
野　

フ
サ
子　

所
長
代
理 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者 

　
　
　
　
　
　
　

 

支
部
長
代
理
【
所
長
代
理 

サ
ー  

　
　
　
　
　
　
　

ビ
ス
提
供
責
任
者
】

□
昇
任

　

脇
本　

久
美
子　

居
宅
介
護
支
援
係
主
任 

庶
務

　
　
　
　
　
　
　

（
福
祉
・
支
部
）
担
当
【
居
宅
介

　
　
　
　
　
　
　
　

護
支
援
係 
庶
務
（
福
祉
担
当
）
】

　
〈
退
職
（
令
和
３
年
３
月
31
日)

〉

【
本
部
】

　

越
知　

克
洋　

【
事
務
局
次
長
（
業
務
担
当
）
兼

　

  

　
　
　
　
　
　

北
条
支
部
長
】
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